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総括研究報告書 
 

診療現場の実態に即した医療ビッグデータ（NDB等）の解析の精度向上及び 
高速化を可能にするための人材育成プログラムの実践と向上に関する研究 

 
 
 

研究代表者 康永秀生  東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 
研究分担者 中山健夫  京都大学医学研究科健康情報学分野 教授 
研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ 教授 
研究分担者 笹渕裕介  自治医科大学データサイエンスセンター 講師 
研究分担者 松居宏樹  東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 助教 

 
 
NDB・DPC 等の医療ビッグデータ解析に精通した研究者を育成することは急務である。 
研究代表者・康永秀生および研究分担者・松居宏樹らの分担研究「ビッグデータ研究実践能力
およびデータハンドリング技術養成プログラムの実践」では、(i) 医療ビッグデータ人材育成プ
ログラムの改良および実践、(ii) NDB・DPC データベース研究人材育成＜短期集中セミナー＞の
実施と評価、(iii)医療ビッグデータ研究の実践を行った。セミナーは高い理解度と満足度を得ら
れた。これらのプログラムに沿って研究を進め、多数の論文を発表した。 
研究分担者・中山健夫らの分担研究「NDB データ研究の実践と人材育成プログラム開発・検証」
では、NDB サンプリングデータセットの使用経験を通して、特別抽出と比較した NDB サンプ
リングデータセットの意義、課題、限界を考察し、NDB データ研究の実践に必要なリソース、
知識、スキルを検討した。今後、データ利用経験の共有等により、セキュリティ環境や大規模
データベースの構築環境が困難な研究者にも、活用を推進することが重要と考えられた。 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究「医療・介護データ活用による研究・人材育成―学部生・
若手医師を中心に」では、医療・介護保険レセプトデータ活用を推し進め、特に医学生や若手
医師を対象にした人材育成に力を入れ、論文・学会発表等を多数行った。 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究「大規模データマネジメント手法開発と人材育成に関する
研究」では、医療ビッグデータを利用した研究を行うにあたり必要なデータハンドリング技術
である SQL 言語、統計解析や機械学習に必要な R、SPSS 等の統計ソフトの習得を目指す教育プ
ログラムの改良と e-learning 用教育プログラムの開発を行った。 
今回我々が実践した研究は、NDB ばかりでなくあらゆる保健・医療・介護ビッグデータに対応
できる人材育成に関連するものである。開発されたプログラムやそれに基づく研究を継続的に
実践することにより、ビッグデータのデータハンドリング、データベースマネージメントに関
する総合的な技術を持つ研究者を多数輩出できる。また、日常臨床のクリニカル・クエスチョ
ンを既存のビッグデータを用いて解明する研究実践能力を持つ研究者を多数輩出できる。さら
に、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に長けた人材を多数育成でき、それに
よりわが国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速できる。 
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Ａ．研究目的 
近年、NDB・DPC などの保健医療ビッグデ
ータや介護ビッグデータを用いた大規模デ
ータベース研究が拡大している。これらの研
究をさらに発展させるためには、臨床医学・
疫学・統計学の知識に加えて、データベース
に関連する知識や技能に精通した人材の育
成が必須である。 
研究代表者の康永秀生、研究分担者の中山健
夫、田宮菜奈子、笹渕裕介は、長年にわたる
ビッグデータ研究の実績があり、各機関にお
いてビッグデータ研究の人材育成も担って
きた。康永は東京大学の、中山は京都大学の
NDB オンサイトセンターの運営にもあたっ
ている。NDB データを研究用のデータセッ
トに転換する際に存在する数多くの落とし
穴の洗い出しや NDB データの処理方法など
は、オンサイトセンターの研究プロジェクト

で既に明らかにしてきた。本研究では、康
永・松居・笹渕は NDB・DPC 等、中山は NDB

データ等、田宮は介護データ等の人材育成プ
ログラム開発・実践、およびビッグデータ研
究の実施・指導を担当した。 

先行の研究班のもとに、ビッグデータ研究利
活用のための若手研究者コンソーシアムを
立ち上げた。疫学・統計学・医療情報学等の
社会医学系研究者に加えて、臨床医学、健康
科学・看護学などの若手研究者も多数参画し
た。研究班メンバーが若手研究者を直接指導
し、そこで日夜培われ開発される個別技術
（データハンドリング技術、観察研究におけ
る統計解析技術など）を体系化・一般化し、
既存の知識と合わせた、種々のビッグデータ
に応用可能な教育プログラムを開発してき
ており、これをさらに継続した。 
研究代表者・康永秀生および研究分担者・松

居宏樹らの分担研究「ビッグデータ研究実践

能力およびデータハンドリング技術養成プ

ログラムの実践」では、(i) 医療ビッグデー
タ人材育成プログラムの改良および実践、
(ii) NDB・DPC データベース研究人材育成
＜短期集中セミナー＞の実施と評価、(iii)医
療ビッグデータ研究の実践、を目的とした。 
研究分担者・中山健夫らの分担研究「NDB
データ研究の実践と人材育成プログラム開

発・検証」では、NDB サンプリングデータ
セットの使用経験を通して、特別抽出と比較
した NDB サンプリングデータセットの意義、
課題、限界を考察し、NDB データ研究の実
践に必要なリソース、知識、スキルを検討し
た。 

研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究「医

療・介護データ活用による研究・人材育成―
学部生・若手医師を中心に」では、2017-2018
年度研究に引き続き医療・介護保険レセプト
データ活用を推し進め、特に医学生や若手医
師を対象にした人材育成に一層力を入れた。
その成果は、3 つの論文、5 つの学会発表、
２つの教育講演として発表された。3 つの論
文について、その目的は下記のとおりである
（その他については分担研究報告書に譲
る）：(i) 要介護認定の開始と関連する疾患の
解明、(ii) 在宅での尿路カテーテル使用の頻
度と尿路感染症のリスクの解明、(iii) 通院
する医療機関数とポリファーマシーのリス
クの関連の解明。 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究「大規模

データマネジメント手法開発と人材育成に

関する研究」では、医療ビッグデータを利用
した研究を行うにあたり必要なデータハン
ドリング技術である SQL 言語、統計解析や
機械学習に必要な R、SPSS 等の統計ソフト
の習得を目指す教育プログラムの改良と
e-learning 用教育プログラムの開発を行い、
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これをより多くの対象者へ提供することを
目的とした。 
 
 
Ｂ．研究方法 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
（１）医療ビッグデータ人材育成プログラム
の改良および実践 
2018-2019 年度研究で開発した「ビッグデー
タ研究実践能力およびデータハンドリング
技術養成プログラム」を改良し、評価を実施
した。 
（２）NDB・DPC データベース研究人材育
成＜短期集中セミナー＞の実施と評価 
日本臨床疫学会との共催により、2019 年 8
月 5‐9 日の４日間に NDB・DPC データベー
ス研究人材育成＜短期集中セミナー＞を実
施した。定員は講義が各回 200 名、演習・ハ
ンズオンは各回 30 名、申し込みは事前登録
制とした。参加者のプラグラムの習熟度を評
価するため、確認テストを実施した。参加者
の満足度等を評価するため、以下のアンケー
ト調査を実施した。 
（３）医療ビッグデータ研究の実践 
従来からの本研究の研究協力者たちに加え、
2018 年度セミナー参加者の一部も研究協力
者となり、開発されたプログラムに沿った方
法により、実際に医療ビッグデータ
(NDB,DPC,JMDC データ等)を用いた研究を
実践した。 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 
研究分担者・中山健夫らの分担研究では、平
成 24 年、25 年、26 年、各年 10 月の、65
歳以上の死亡患者の医科入院、DPC レセプ
トデータを用い、終末期高齢者の診療内容を
解析した経験を通し、1）サンプリングデー
タの代表性、2）横断研究の実施可能性、3）
利便性、4）NDB 解析に必要な知識、スキル
を検討した。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人材
育成―学部生・若手医師を中心に 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究では、
以下の研究等を実施した。 
（１）要介護認定の開始と関連する疾患の解
明 
日本の 2 つの都市の医療・介護レセプトデー
タを使用して、ケースコントロール研究を実
施した。参加者は 75 歳以上で、以前に要介
護認定は受けておらず、A 市では 2013 年 4
月から 2015 年 3 月までの期間、B 市では
2013 年 4 月から 2016 年 11 月までの間に少
なくとも 1 つの医療保険請求記録があった
人とした。ケースは研究期間中に新しく要介
護認定された人々、コントロール（年齢カテ
ゴリ、性別、都市、カレンダー日付でマッチ
ング）は、1：4 の比率でランダムに選択し
た。条件付き多変量ロジスティック回帰分析
を実施して、過去 6 か月間に記録された 22
種類の診断と新規要介護認定との関連を求
めた。 
（２）在宅での尿路カテーテル使用の頻度と
尿路感染症のリスクの解明 
日本の１都市の医療・介護レセプトデータを
使用して、コホート研究を実施した。参加者
は 75 歳以上で、2012 年 10 月から 2013 年 9
月までに医療サービスを利用した人とした。
（n = 32 617）2 か月以上の尿路カテーテル
留置を長期留置と定義した。また、尿路感染
症の診断病名が記録され、かつ抗生物質を処
方された場合を尿路感染症の発症と定義し
た。 
（３）通院する医療機関数とポリファーマシ
ーのリスクの関連の解明 
2016 年に茨城県つくば市で行われた自己記
入式のアンケート調査票を用い、1 つ以上の
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疾患を抱え、1 つ以上の医療機関に通院中で
ある 65 歳以上の人々を特定した。独立変数
は、通院中の医療機関数（1、2、または 3
以上）、従属変数はポリファーマシー（6 種
類以上の処方薬の使用）とした。多変量ロジ
スティック回帰分析を行い、年齢、性別、経
済状況、および併存疾患の数と種類を調整し
た。交絡の影響を最小限に抑えるために、患
者を通院中の医療機関数が 1 つと 2 つ以上の
2 グループに分け、傾向スコアマッチング解
析を行った。 
 
４．大規模データマネジメント手法開発と人
材育成に関する研究 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究では、①
大規模データマネジメント手法開発と人材
育成に関する研究において作成した医療ビ
ッグデータハンドリング教育プログラムを
改良するために、これまで日本臨床疫学会
NDB・DPC データベース研究人材育成＜短
期集中セミナー＞（以下サマーセミナー）、

自治医科大学データサイエンスセンターに
おける臨床家の教育を行った。これらのプロ
グラム提供後にフィードバックを得たこと
に加えて、再度プログラムを精査した上で改
良を加えた。さらに改良した教育プログラム
を自治医科大学データサイエンスセンター
において臨床家へ提供した。②これまでに作
成した教育プログラムのうち、R に関するプ
ログラムを e-learning 用教育プログラムの
開発を行った。 

 
 
Ｃ．研究結果 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
（１）医療ビッグデータ人材育成プログラム
の改良および実践 
2018-2019 年度研究で開発した「ビッグデー
タ研究実践能力およびデータハンドリング
技術養成プログラム」を改良し、それを反映
して以下の 4 日間セミナーのカリキュラム
を作成した。 

 
Time 8 月 5 日（月） 8 月 6 日（火） 8 月 7 日（水） 8 月 8 日（木） 

10:00-10:50   バイアスの種類と対策 レセプトデータ研究計画立案① SQL セミナー① 

11:00-11:50 NDB の概要 傾向スコア レセプトデータ研究計画立案② SQL セミナー② 

12:00-12:50 NDB を用いた研究 操作変数法 レセプトデータ研究計画立案③ SQL セミナー③ 

12:50-13:00 アンケート回答 アンケート回答 アンケート回答 アンケート回答 

14:00-14:50 JMDC データを用いた研究 高次元傾向スコア Stata セミナー① R セミナー① 

15:00-15:50 DPC データを用いた研究 自己対照ケースシリーズ Stata セミナー② R セミナー② 

16:00-16:50 介護データを用いた研究 G-estimation Stata セミナー③ R セミナー③ 

16:50-17:00 アンケート回答 アンケート回答 アンケート回答 アンケート回答 

 
 
（２）NDB・DPC データベース研究人材育
成＜短期集中セミナー＞の実施と評価 
受講者の内訳として、約 42%は大学関係者お
よびその他研究機関に属するの者、約 35％
は医療介護関係者、約 25％は企業に所属す
る者、残りはその他であった。理解度につい
て「とてもわかりやすい」「わかりやすい」
の占める割合は、データベース講義は約 90%、

応用統計学講義は 57-75％、研究計画立案は
100％、STATA は約 50％、SQL は約 74％、R
は約 90％であった。満足度について「とて
も満足」「やや満足」を占める割合は、デー
タベース講義は 90％前後、応用統計講義も
90％前後、研究計画立案は 100％、STATA は
約 82％、SQL は約 100％、R は約 96%であっ
た。理解度テストは全 89 問中、正答率 50％
を下回る設問は 8 問にとどまった。 



5 
 

 
（３）医療ビッグデータ研究の実践 
研究期間中に多数の若手研究者を指導し、医
療ビッグデータを用いた研究の英文原著論
文が 2019 年度中に 46 編掲載された。 
 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 
研究分担者・中山健夫らの分担研究では、

NDB サンプリングデータセットを用いることで、
国レベルで終末期高齢者の診療実態を解明す
る横断研究が実施可能であった。 
（１）代表性 
サンプリングデータから 65 歳以上高齢者の
死亡の約 80％を把握可能であり、終末期医
療の実態を国レベルで把握するのに十分足
るデータと考えられた。 
（２）横断研究の実施可能性 
死亡日から一定期間遡った診療内容の把握
が可能であった。しかし、7 日間以上の長期
間の診療内容を把握出来るサンプル数は限
られていた。また、医療供給側要因、1 ヶ月
以上前の診療経過を考慮した解析には限界
があった。 
（３）データの利便性 
特別抽出に比べてセキュリティ要件が緩和
された環境で、探索的分析が実施可能であっ
た。 
（４）NDB データ解析に必要な知識・スキル 
NDB 解析には、診療報酬制度、データベー
ス、レセプトデータに関する基礎的な知識が
必要であった。 
 
３．医療・介護データ活用による研究・人材
育成―学部生・若手医師を中心に 
研究分担者・田宮菜奈子らの分担研究におけ
る 3 論文では、以下の結果を得た。 

（１）要介護認定の開始と関連する疾患の解
明 
38,338 人の研究対象者のうち、5,434 人
（14.2％）が新たに要介護認定を取得した。
大腿骨骨折の調整オッズ比（95％信頼区間）
は最も大きく 8.80（6.35– 12.20）、続いて認
知症 6.70（5.96– 7.53）、肺炎 3.72
（3.19– 4.32）、脳出血 3.31（2.53～4.34）、
パーキンソン病 2.74（2.07～3.63）、その他
の骨折 2.68（2.38～3.02）であった。要介護
認定レベル 2～5 をケースとした解析、曝露
の定義に異なる期間を使用する感度分析、お
よび市町村ごとの解析で、一貫した結果が示
された。 
 
（２）在宅での尿路カテーテル使用の頻度と
尿路感染症のリスクの解明 
32,617 人の解析対象のうち、0.44％（143 人
／32 617 人）に尿道カテーテルの長期留置
を認めた。長期留置と独立して関連する要因
として男性、高齢、併存疾患スコア、入院中
の尿道カテーテル留置歴、および要介護度が
特定された。また、長期留置の有無は尿路感
染症の発症と独立して関連していた。発生率
比は 2.58（1.68-3.96）であった。傾向スコ
アマッチング解析でも同様の結果（発生率比
2.41（1.45-4.00））が得られた。 
 
（３）通院する医療機関数とポリファーマシ
ーのリスクの関連の解明 
993 人の研究対象者（平均（標準偏差）年齢：
75.1（6.5）歳、男性：52.6％）のうち、15.7％
（156/993）がポリファーマシーであった。
通院中の医療機関数が 1 つ、2 つ、および 3
つ以上の人のポリファーマシーの割合は、そ
れぞれ 9.7％（50/516）、16.6％（55/332）、
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および 35.2％（51/145）であった。通院中
の医療機関数が 1 つの人と比べて、ポリファ
ーマシーの調整後オッズ比（95％信頼区間）
は、通院中の医療機関数が 2 および 3 以上の
人において、それぞれ 1.50（0.94-2.37）お
よび 3.34（1.98-5.65）であった。傾向スコ
アマッチング解析では、通院中の医療機関数
が 1 つの 516 人と 2 つ以上の 477 人の患者
から、307 ペアが選出された。ポリファーマ
シーの割合は、それぞれ 10.8％（33/307）
と 17.3％（53/307）であった（P = 0.020）。
ポリファーマシーのオッズ比（2 以上 vs 1 医
療機関）は 1.73（95％信頼区間 1.09-2.76）
であった。 
 
４．大規模データマネジメント手法開発と人
材育成に関する研究 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究では、以
下の各教育プログラムの作成および提供を

実現した。 
(1) SQL によるデータベースハンドリング 

複数のテーブルから SELECT 文により
必要な情報を抽出・集計し、これらを JOIN
により統合することを基本として、サブクエ
リを利用したやや複雑なクエリなどを自分
自身で書くことを目的とした。SQL 習得プ
ログラムにより統計解析・機械学習に利用す
るためのデータセットを抽出することがで
きるようになる。 

自治医科大学ではデータサイエンスセン
ターで臨床家に対して改良したプログラム
を提供した。受講者は全員自身の研究計画に
沿ったデータの抽出を自身で行うことがで
きるようになっている。 
(2) SPSS/R による統計解析 

SQL によって抽出したデータを利用し、
(i)データのクリーニング、(ii)各変数の集計
及び可視化、(iii)重回帰分析、ロジスティッ
ク回帰分析、生存時間分析、(iv)傾向スコア
分析、(v)操作変数法（R のみ）、(vi)自己対
象ケースシリーズ分析（R のみ）を自分自身

で行うことが可能となることを目的とする。
統計解析習得プログラムにより、臨床疫学研
究で利用される一般的な統計手法を習得で
きる。また、必要に応じて傾向スコアを始め
とした発展的な統計手法も習得することが
可能となった。 

自治医科大学ではデータサイエンスセン
ターでの研究に参加している研究者に対し
て R、SPSS での同様のプログラムを提供し
た。SQL で抽出したデータを R、SPSS を用
いて、研究者自身で基本的な統計解析を行う
ことができるようになった。 

R の基本操作から一般的に利用される統
計解析を学ぶ e-learning 用教育プログラム
の開発を行い、一部完成した。今後、プログ
ラムの完成と臨床家への提供を行っていく
予定である。 
(3) Python による機械学習 
データ分析に有用なライブラリである
Numpy 及び Pandas の基本的な使い方を学
び、ついで機械学習ライブラリである
scikit-learn を利用して回帰・k 近傍法・サ
ポートベクターマシン・ランダムフォレスト
等、機械学習の基礎を学ぶ。機械学習プログ
ラムにより、これらの基本的な機械学習を行
うことができるようになる。 
 
 
Ｄ．考察 
本研究は、わが国のビッグデータ研究におい
て不足している「人材育成」を最重視し、ビ
ッグデータ研究のための種々の技術を一般
化し体系的なプログラムを構築した上で、そ
れらを多数の研究者等に利活用してもらえ
るように社会実装を試みる点が、既存研究に
ない独創的な点である。 
 
１．ビッグデータ研究実践能力およびデータ
ハンドリング技術養成プログラムの実践 
本プログラムの内容の多くは実質的に既に
研究代表者を中心とする研究チームで実践
されてきたものを踏襲しており、それらを用
いて多くの論文投稿・出版の実績を挙げてき
た。その実績を以て、すでにその効果は実証
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済みである。本研究は、それを体系化・一般
化する試みである。 
多数のビッグデータ研究・論文執筆を通して
用いられてきた個別技術（データハンドリン
グ技術、観察研究における統計解析技術、な
ど）を体系化・一般化し、既存の知識と合わ
せて、種々のビッグデータに応用可能な人材
育成プログラム version 1 を 2017 年度に最初
に開発した。これを 2018 年度に実施し、そ
の効果を検証した。 
本年度（2019 年度）研究においては、2018
年度の実践結果を踏まえて、プログラムを改
良し、人材育成プログラム ver.2 を作成し、
それを同年度中に実践した。 
人材育成プログラム ver.2 に沿ったセミナー
の評価結果は概ね良好であり、高い満足度、
理解度を示した。特に理解度が低かった設問
については、研究班内でその情報を共有し、
担当講師には関連する教材や講義内容を修
正・補強し、今後の人材育成に活用すること
とした。 
研究代表者らはこれまで 2 回 NDB・DPC 人
材育成短期セミナーを実施し、いずれも参加
者に極めて高い評価を得た。さらにプログラ
ムの利用者拡大のため、2020 年度にはオン
ライン教育プログラムの作成も行う予定で

ある。また、NDB オンサイトセンターの利
活用促進に向けた運用方法の策定も行う。 
 
２．NDBデータ研究の実践と人材育成プログ
ラム開発・検証 
研究分担者・中山健夫らの分担研究では、
NDB サンプリングデータセットを用いるこ
とで、国レベルで終末期高齢者の診療実態を
解明する横断研究が実施可能であった。特別
抽出に比べてセキュリティ環境が緩和され
た環境で、探索的研究を含めた様々なリサー
チ・クエスチョンに基く解析が可能であり、
データを活用する意義は大きいと考えられ
た。今後、サンプリングデータのセキュリテ
ィ要件の緩和等も検討されており (4)、利便
性の向上も期待される。しかし、サンプリン

グデータの活用に必要な知識、スキルに関す
る情報は十分普及していない。今後、データ
利用者による利用経験の共有や普及啓発活
動により、セキュリティ環境や大規模データ
ベースの構築環境が困難な研究者にも、活用
を推進することが重要と考えられた。 
 
３．医療・介護データ活用による研究・人材
育成―学部生・若手医師を中心に 
昨今、WHO の World Health Assembly in 
May 2016 において Framework on 
integrated people-centred health services 
(IPCHS) が議論され、また医学教育モデ
ル・コア・カリキュラム（平成 28 年度改訂
版）においても、地域医療や地域包括ケアシ
ステムの教育が明記されるなど、医学教育に
も病院内での急性期医療のみでなく、退院後
の社会的課題を含めた長期的視点が重要と
されている。田宮らは、こうした視点の教育
にあたり、個別の地域医療教育に加え、地域
のデータに基づく集団の視点の分析を学ぶ
ことの意義を考え、当初から医学生や若手に
地域データの分析機会を設けてきた。本研究
により、取り組みが加速でき、2019 年度は
教育方法のシステム化を進め、国際誌掲載な
どの成果をあげることができた。 
3 論文の結果から得られる考察は下記のと
おりである。 
（１）要介護認定の開始と関連する疾患の解
明 
一連の医療診断の中で、骨折（特に大腿骨骨
折）、認知症、肺炎、出血性脳卒中、パーキ
ンソン病が、要介護認定と強く関連していた。 
（２）在宅での尿路カテーテル使用の頻度と
尿路感染症のリスクの解明 
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尿道カテーテルの長期留置に関連する複数
の要因が特定された。また、長期留置は独立
して尿路感染症に関連していた。 
（３）通院する医療機関数とポリファーマシ
ーのリスクの関連の解明 
より多くの医療機関に通院している患者は、
ポリファーマシーのリスクが高いことが明
らかとなった。医師や薬剤師による積極的な
処方薬情報の収集、適切な処方レビューの実
施が重要である。ポリファーマシーの問題に
対処するため、特にフリーアクセスの医療制
度のある国々では、かかりつけ医を強化する
必要があるだろう。 
 
以上のように、医療・介護ビッグデータを有
効に活用し新たな医学的知見を得ることが
できた。また、研究計画立案から、データク
リーニング、統計解析、論文執筆、論文投稿、
レビューワーとのやり取り、までの一連の流
れについて、次世代を担う若手に経験しても
らうと共に、明確な成果物として世に発信す
ることができた。今回の論文執筆をきっかけ
に将来この分野をリードしたいと言ってく
れている学生もおり、今後の活躍が期待でき
る。 

 
４．大規模データマネジメント手法開発と人
材育成に関する研究 
研究分担者・笹渕裕介らの分担研究では、既
存の教育プログラムでは不十分であった医
療ビッグデータを用いた研究のための教育
プログラムを作成・改良し、試行した。この
プログラムの受講することで実際に医療ビ
ッグデータを利用した研究に繋がった。特に
初級プログラムを習得した後、研究に合わせ
て必要な発展プログラムを受講することが

できるため、目的が明確でわかりやすいと評
価を得た。 
現在開発途中である R の e-learning 用教育
プログラムはより多くの対象者への教育の
提供が見込まれる。今後、実際に e-learning
用教育プログラムを提供していくことでさ
らに多くの医療ビッグデータを利用した研
究につながることが期待できる。 
 
4 つの研究を総括すると、下記のような貢献
が期待できる。 
近年、保健・医療・介護データのインフラ整
備が進められているが、そのインフラを活用
できる人材の育成に貢献し、今後待たれる医
療・介護統合データベースの稼働の際には全
省的な政策課題に関する研究・知見を提供す
ることにも貢献できる。さらに、日常臨床の
クリニカル・クエスチョンを既存のビッグデ
ータを用いて解明する研究実践能力を持つ
研究者を多数育成できる。さらに、データハ
ンドリング技術と臨床研究実践能力の両方
に長けた人材を多数育成することにより、わ
が国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速
できる。わが国の医療ビッグデータ研究の技
術水準を世界トップレベルに向上させ、それ
によってわが国発のエビデンスを量産でき
ることが期待される。 
 
 
Ｅ．結論 
今回我々が実践した研究は、NDBばかりでな
くあらゆる保健・医療・介護ビッグデータに
対応できる人材育成に関連するものである。
開発されたプログラムやそれに基づく研究
を継続的に実践することにより、ビッグデー
タのデータハンドリング、データベースマネ
ージメントに関する総合的な技術を持つ研
究者を多数輩出できる。また、日常臨床のク
リニカル・クエスチョンを既存のビッグデー
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タを用いて解明する研究実践能力を持つ研
究者を多数輩出できる。さらに、データハン
ドリング技術と臨床研究実践能力の両方に
長けた人材を多数育成でき、それによりわが
国の医療ビッグデータ研究の進歩を加速で
きる。 
わが国の医療ビッグデータ研究の技術水準
を世界トップレベルに向上させ、それによっ
てわが国発のエビデンスを量産できること
が期待される。様々なビッグデータ解析の結
果は厚生労働行政に資する基礎資料として
間接的に活用されることが期待される。さら
に、英文論文化されたエビデンスは全世界の
臨床家・公衆衛生実務家・民間企業のプラク
ティスに間接的に活用されるだろう。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
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